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１．これまでの取組（普及活動等）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンライン開催となった
総会・新年会・セミナー・工場見学会・役員会等の場で普及活動を実施
した。

自主行動計画についてメールマガジンにて配信 約2,000アドレス

団体内に普及活動等を目的とした「金型取引改善分科会」を設置し、
適正取引の推進についてオンライン会議にて検討した。
令和2年度 3月時点 3回開催
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２．令和2年度フォローアップ調査結果（概要）

・調査期間：令和2年9月28日～10月15日
・調査企業：日本金型工業会の会員企業 420社を対象
・回答企業：202社 （前年度180社）
・回 答 率 ：48.1％（前年度46.4％ ）

概観
・「原価低減要請の改善」については、改善はみられているが、望ましく
ない原価低減要請の実施状況は実施中・未実施合わせると未だ50％である。

・「手形支払い」については、未だに手形支払いは主流であり、手形サイト
も60日超が94％を占めている。

・「取引ガイドライン」で示す問題視されやすい行為については、金型特有
の「検収遅延」「図面・ノウハウの流出」で大きな改善がみられている。
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３．令和2年度フォローアップ調査結果と分析
重点課題に対する取り組み②型管理の適正化

金型取引の70％以上を占める金型専業メーカーにとっての「金型管理・保管」とは

・金型専業メーカーは、金型の製造者であって使用者ではない。

・一品オーダーメイド品の金型は、発注者に引き渡すと金型メーカーには残らない。

・金型を製作しながらも金型の保管・管理に関しては当事者ではない。
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